
 

 

新潟産業大学附属柏崎研究所 

第８回柏崎学シンポジウム 

 

 

 

「外とのヒト・モノ・コトの 

 つながりをつくる！を考える」 

―人口減少に対応する創造的な地域活動の視点（第３弾）― 

 

 

日時 令和７年１１月３０日（日） 

１３時００分～１６時３０分 

場所 新潟産業大学 ２０２教室 

主催 新潟産業大学附属柏崎研究所 

 

 

 

後援 

柏崎市、刈羽村、出雲崎町、新潟県柏崎地域振興局、柏崎商工会議所、柏崎市商工会、 

（一社）柏崎青年会議所、柏崎市コミュニティ推進協議会、株式会社新潟日報社、 

株式会社柏崎日報社、株式会社柏崎コミュニティ放送 他 



プ ロ グ ラ ム 

 

13:01 開会挨拶  梅比良眞史（新潟産業大学学長） 

13:06 ビデオメッセージ 柏崎市長 櫻井雅浩 様 

13:11 趣旨説明  住吉廣行（新潟産業大学附属柏崎研究所長、副学長） 

13:17 第１部 地域からの活動報告 

「地域内の先駆的事例から外とのつながりを考える！」 

 ○報告者 

 ・中村圭希 氏  （連合東京青年委員会雪国ボランティア受入事務局長） 

 ・橋本紫乃 氏  （陽の楽家（ひかりのらくや）店長） 

 ・杤堀佳倫 氏  （株式会社越後みそ西専務取締役） 

 ・中村 奨 氏  （株式会社ハク代表取締役、バンビー店長＆シェフ） 

コメンテーター   片岡直樹、蓮池薫（新潟産業大学附属柏崎研究所委員、教授） 

 －休憩－（10 分） 

14:52 第２部 専門家からの提案及び意見交換 

「専門的な知見から外とのつながりを考える！」 

 ○ゲスト 

  ・鈴木輝隆 氏（立正大学研究推進・社会貢献センター チーフプロデューサー） 

  ・岩佐十良 氏（株式会社自遊人代表取締役、株式会社 IMD 代表取締役） 

 司会・進行   春日俊雄（新潟産業大学附属柏崎研究所主席研究員） 

16:24  閉会挨拶 住吉廣行（新潟産業大学附属柏崎研究所長、副学長） 

16:30   終了  
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第 1 部 地域からの活動報告 
「地域内の先駆的事例から外とのつながりを考える！」 

―地域からの活動報告 報告者 略歴― 
 

中村 圭希 （なかむら けいき） 
 
連合東京青年委員会雪国ボランティア受入事務局⾧ 

 

1954 年  8 月 刈羽郡高柳町門出 生まれ（現在 71 歳） 

1975 年 10 月 高柳町役場に入職。 

2013 年  3 月 柏崎市役所を退職。 

  狐の夜祭前実行委員⾧を務める。 

2013 年  仲間とともに「門出・田代べとプロジェクト」を発足、活動継続中。 

2015 年  Web 写真集「緑の惑星 たかやなぎ ふるさとの詩」発表。 

  ふるさと高柳の原風景や四季折々の風景に多くの賞賛の声があがった。 

2017 年  6 月 仲間とともに「ＮＰＯじょんのび研究所」を立ち上げ、その後 

  「ＮＰＯ法人里山夢もっこ」に改変、活動継続中。 

 

橋本 紫乃 （はしもと しの） 
 
陽の楽家（ひかりのらくや）店⾧ 

 
1994 年  新潟県新発田市生まれ。 

2018 年  東京家政大学家政学部栄養学科を卒業し栄養士免許取得及び食品衛生

  管理者任用資格修了。食という入り口から、食文化や暮らし、農など

  に関心が広がり、日本各地の農家へ通うように。 

  一般社団法人 農山漁村文化協会入社し、九州・沖縄支部及び東北支部

  に勤務。 

2021 年 10 月 柏崎市高柳町に移住して荻ノ島かやぶきの宿で研修。 

2022 年  9 月 夫の橋本和明氏と共に「カフェ陽の楽家」をオープンして共に店⾧を

  務める。 

2024 年～ 10 月より荻ノ島かやぶきの宿の中心的な担い手として活躍。 
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第 1 部 地域からの活動報告 
「地域内の先駆的事例から外とのつながりを考える！」 

―地域からの活動報告 報告者 略歴― 
 

杤堀 佳倫 （とちぼり かりん） 
 

株式会社越後みそ西専務取締役／みそソムリエ／移住コンシェルジュ 

 

1978 年  柏崎市生まれ 

 

2015 年～ 創業以来約２００年の⾧きにわたり、味噌・醤油を中心とし 

  た醸造品を生産する老舗の専務取締役に就任。全国でも数少 

  ない木桶仕込みによる味噌づくりを行い、地域の食文化を未 

  来につなぐ取り組みを進めている。 

2022 年～ 柏崎市移住・定住推進パートナーチームのサブリーダーとして、市内

  外と地域の魅力を結びつけ、人とのご縁を育む活動にも携わっている。 

 

中村 奨 （なかむら しょう） 
 

株式会社ハク代表取締役 

 

1993 年  柏崎市生まれ（現 32 歳） 

  柏崎総合高校を卒業後、新潟市の調理師専門学校へ進学。 

2014 年  専門学校卒業後すぐに柏崎へ戻り、母親の花屋に併設するカフェで料

  理を提供。 

2017 年  野菜ソムリエ資格を取得。 

2020 年  「THERE IS NOEND」個人事業主として開業（JA 直売所 愛菜館内） 

2021 年  「THERE IS NO2ND」柏崎市役所新庁舎売店の運営をプロポーザル

  の結果、受託開始。 

2023 年  「株式会社ハク」設立（法人化）代表取締役 

  「柏崎ぎおん祭り 海の大花火大会における弁当業務」柏崎市のプロ

  ポーザルの結果、受託開始。 

2024 年  「柏崎総合病院健診センター」「メジカルセンター」の人間ドッグに伴

  う弁当業務の受託開始。 

  柏崎駅仲商商店街のレストラン「バンビー」の「立ち上げ及び店⾧業

  務」の受託開始。 
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第 1 部 地域からの活動報告 
「地域内の先駆的事例から外とのつながりを考える！」 

―コメンテーター 略歴― 
 

片岡 直樹 （かたおか なおき） 

1961 年東京都中野区生まれ。 

 

早稲田大学第一文学部史学科美術史専修卒業 

早稲田大学大学院文学研究科修士課程芸術学（美術史）専攻修了 

早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程芸術学（美術史）専攻 

単位取得満期退学 博士（文学） 

 

1997 年４月  新潟産業大学人文学部助教授 

2007 年４月    〃     人文学部教授 

2008 年４月    〃     産業システム学部教授 

2009 年４月    〃     経済学部教授（現在に至る） 

 

専門分野：東洋・日本美術史 

 

蓮池 薫 （はすいけ かおる） 

1957 年柏崎市生まれ 

 

中央大学法学部法律学科卒業 

新潟大学大学院現代社会文化研究科社会文化論専攻博士前期課程修了 修士（文学） 

 

2005 年４月 新潟産業大学嘱託職員 

2008 年４月    〃   国際センター専任講師 

2009 年４月    〃   経済学部専任講師 

2013 年４月    〃     経済学部准教授 

2023 年４月    〃   経済学部特任教授（現在に至る） 

 

専門分野：韓国語、朝鮮・韓国文化 
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第２部 専門家からの提案及び意見交換 
「専門的な知見から外とのつながりを考える！」 

―ゲスト 略歴― 
 

鈴木 輝隆 （すずき てるたか） 

立正大学研究推進・社会貢献センター チーフプロデューサー 

 

1949 年名古屋市生まれ。北海道大学農学部を卒業。神戸市役所、山梨県庁、総合研究

開発機構、江戸川大学を経て現在、立正大学研究推進・社会貢献課チーフプロデューサ

ー、東川町魅力創造アドバイザー、ローカルデザイン研究所 BEENS 代表、江戸川大学

名誉教授。 

各地の地域づくりに関わり、北海道ニセコ町・東川町、秋田県乳頭温泉「鶴の湯」、⾧

野県小布施町、山梨県甲州市、高知県四万十ドラマ等々全国に地域づくりのネットワー

クを構築し、住民力や地域資源を活かすため、デザイナー、建築家、研究者、企業など

をつなぎ、人間の生きる環境をより良くするために、地域の文化力や経済力を高める活

動をしている。 
 

 

 

岩佐 十良 （いわさ とおる） 

 

株式会社自遊人 代表取締役 

株式会社小柳 代表取締役 

自遊人編集⾧ 

クリエイティブディレクター・編集者 

 

1967 年、東京・池袋生まれ。武蔵野美術大学在学中の 1989 年に起業。2000 年、雑誌

『自遊人』創刊、2004 年、新潟・南魚沼に移住。2014 年、新潟・大沢山温泉に開業し

た『里山十帖』が「グッドデザイン賞 BEST100」受賞。2017 年、『Forbes JAPAN』「地

方を変えるキーマン 55 人」選出。2016 年から 5 年間、グッドデザイン賞審査委員。武

蔵野美術大学客員教授、多摩美術大学客員教授。 
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第２部 専門家からの提案及び意見交換 
「専門的な知見から外とのつながりを考える！」 

―司会・進行 略歴― 
 

春日 俊雄 （かすが としお） 

 

近畿大学農学部農学科卒業（1951 年生まれ） 

 

1976 年 新潟県刈羽郡高柳町役場、柏崎市役所（2011 年迄） 

2017 年    〃     経済学部専任講師（2022 年迄） 

2018 年    〃     附属柏崎研究所⾧（2022 年迄） 

2020 年    〃     地域連携センター⾧（2022 年迄）         

2023 年    〃   客員講師、附属柏崎研究所主席研究員（現在に至る） 

 

2003 年 観光庁観光カリスマ認定（現在に至る） 

2007 年 地域活性化伝道師認定（現在に至る） 

2024 年 新潟県ふるさと保全対策委員会委員⾧（現在に至る） 
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関連資料 
 

 

第 1 部 地域活動報告者 資料 （敬称略） 

 

・中村 圭希  （連合東京青年委員会雪国ボランティア受入事務局⾧）   … 8 

・橋本 紫乃  （陽の楽家 店⾧）       …12 

・杤堀 佳倫  （株式会社 越後みそ西専務取締役）     …15 

・中村 奨  （株式会社 ハク代表取締役 バンビー店⾧＆シェフ）   …25 

 

地域活動 掲載記事 

・春日 俊雄 (新潟産業大学附属柏崎研究所 主席研究員)    …33 

柏崎日報 新春特大号 2025 年 1 月 1 日号 

【地域活動の視点】「人口減少の中でも幸せ感を育む」を考える  
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2025/11/25

1

ＮＰＯ里山夢もっこ 中村圭希

体験受入れから交流
関係作りから移住へ

連合東京の雪国ボランティア

1994 「連合東京」結成5周年事業として

社会貢献活動を決定

1995.2 連合新潟が仲介

連合東京青年委員会

第1回雪国ボランティアが32人参加で実施

⇩

行政（町・市)と連携して現在まで継続

40年前の出来事

1993 門出集落で「水曜会」誕生

〇過疎は地方だけでは解決しない

（1955年 人口10,000人⇨1993年人口4,000人）

〇都会と交流を ⇨狭山市の朝市に参加

⇩

1985～5年間 西武百貨店の「101村展」に参加

→活動団体の連携

（「同じ釜の飯を食う」経験）

地域の将来を考える

1988～1989 「高柳町ふるさと開発協議会」

〇40人以上の若手町民メンバー（地域活動の中核）

〇安達生恒先生他多彩な指導者

〇200回以上の分科会・全大会・町民ﾌｫｰﾗﾑ

〇「住んでよし訪れてよし」の町づくり報告書

・地域でしっかり暮らす

・農林業や生活体験を交流の手段に

・つどいの里づくりとして交流や体験の施設整備を

1 2

3 4
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2025/11/25

2

施設整備と誘客交流イベント

1989～ ・狐の夜祭り

・雪まつり「ＹＯＵ・悠・遊」

・秋祭り

1990～ ・門出かやぶきの里

・じょんのび村

・荻ノ島かやぶきの里

・こども自然王国

狐の夜祭り

じょんのび村

地域では

〇門出和紙工房のお客と研修生

〇門出かやぶきの里を拠点とした体験・交流の受入れ

・千葉英和高校ＹＨ部合宿（40年以上）

・新渡戸文化小学校（東京・板橋区）の合宿（30年以上）

⇨来訪者受入れのハードルを下げる（心の壁）

⇨地域への刺激、山里の景観･文化･生活への評価

千葉英和高校ＹＨ部ＯＢとの交流会

新渡戸文化小学校の合宿

5 6

7 8
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2025/11/25

3

雪国ボランティアの歩み

1995．2 第1回雪国ボランティアの受入れ

1997．4 荻ノ島に「連合東京交流田」開設

5 連合東京と高柳町で「ふれあい交流協定」締結

1998．1 ＯＢ会「連合東京じょんのび会」発足

2004．9 10周年記念事業としてじょんのび村に

「けやき」を植樹

（2005.5 柏崎市と合併）

2016．6 柏崎市と「ふるさと交流協定」を締結

2026．2 第32回を実施予定

雪国ボランティア 活動の内容

１日目 お昼過ぎ到着 かんじき作り

夜 全体交流会

２日目 午前・午後とも雪掘り作業（5～7集落）

夜 受入れ集落ごとに交流会

３日目 午前 笹団子づくり・酒蔵見学

昼食後 帰京

コロナ禍以降は1泊2日に

かんじき作り

スノーダンプによる雪掘り作業

雪国ボランティアを振り返る

〇雪掘りが喜ばれる

〇若い人達の活動で、地域が明るく

〇雪国の生活へのリスペクト

〇青年委員会 産別・企業別（単組）役員の交流

●交流会で飲みすぎで2日目の作業困難

●かんじき作成・装着、スノーダンプでの作業等苦労も

●小雪時の対応に苦慮→雪原散策・地域住民との食事会

●受入れ地域の拡大と人送手段が課題

9 10

11 12
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2025/11/25

4

体験→交流→関係→ そして移住

◎長い経験と地域での他の活動と合わせて

「ウェルカム」の雰囲気

〇農業後継者の確保・育成（直接支払等）

〇農業体験の積極受入れ（Work Rice）

→新たな取り組みへ

〇若干の移住者

ご清聴ありがとうございました

13
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2025/11/26

1

陽の楽家を入り口にウチとソト
橋本紫乃

橋本紫乃 (はしもとしの)

1995年新潟県新発田市出身
上京し、大学では栄養学を専攻
食という入り口から、食文化や暮らし、農などに関心が広がり、
日本各地の農家へ通うように。
農業系出版社就職。本の営業・取材で九州や東北を転々とする。
そんな生活をしつつ、地に足ついた暮らしをする
農村の生き方に触れて
このままではダメだと、退職。
2021年、夫が先に移住していた荻の島に、結婚を機に移住。
2022年9月にカフェ陽の楽家オープン
2023年 長女誕生

現在
高柳という地で、暮らしと稼ぎをつくっていきたい。
２歳の娘を育てつつ、カフェ・かやぶきの宿の運営をしていけるよう模索中
季節仕事を普通にこなせるばあちゃんになることが夢

陽の楽家-ひかりのらくや-

2000年 建築家の隈研吾氏設計

内装外装ともに全面に施された

門出和紙と茅葺き屋根が特徴の

集会施設として建てられる。

2022年 和紙の張り替えや 内装をリニューアルし

カフェとしてオープン

荻の島 かやぶきの宿

合同会社 荻ノ島ふるさと村組合

1 2

3 4
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2025/11/26

2

もったいない × もったいない

・陽の楽家は長年使われていなかった

・週末になるとかやぶきを見に来る人はいるけど立ち寄る場所もなく

お金を使ってもらえない、よく知って応援してもらえる場所がない

→東京オリンピックの新国立競技場を隈研吾さんが設計したこともあり

陽の楽家が使われていないことが改めてもったいないと感じた

ふるさと納税型クラウドファンディングを活用して約350万円の支援を頂き

2022年9月にカフェとしてリニューアルオープン

大きな施工以外は
できるだけ自分たちで
和紙の総張替え
家具の補修
茅葺きを少し手入れ

営業日
土日祝日
11:00〜16:30
16:00 l.o
12〜5月冬季休業(変更あり)

茅葺をイメージしたスイーツや、
その時に高柳で採れるもの、
ご縁ある方の食材、
荻の島のお母さんが作ったお野菜
などを活用

地域のショールームとして

・器や食材、作品など地域のものを扱うことをメインに

・オープン当初からメディアで荻ノ島をみて訪れた人が

そこから高柳や柏崎、十日町のお店や場所知り訪れるキッカケに

5 6

7 8
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2025/11/26

3

・県内市外の方が多い印象
・こども自然王国と合わせてくる家族層、娘に会いに来てくださる親戚のような方
・毎年この季節に来る、という方
・カフェから、宿を知り宿泊へ
・句会、定期的な茶話会にカフェを利用
もともとの目的、コミュニティのための施設といあ意味合いが再構築

・地域の方の接待の場
親戚が来た時に使う、感覚的には応接間？

あり続けることが目標

・意外とみんな地域の「すごい」を知らない

大学で地域を出るとそこまで知らない、今年は県道崩落も 11／28開通

・敷居を低く、地域の入り口としてあり続けることが目標

・少しずつカフェにもお客さんがついてきて、宿のお客さんも増えてきた

・いずれは文化に（映画会やイベント開催もしていきたい）

・茅葺き修繕、補修で人を巻き込みたい

・子育てしながら働くための工夫

・物販や演奏、チャレンジしたい人を募集しています

ありがとうございました。
ぜひ、のんびり休みに荻の島へ

9 10
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1

柏崎の食文化を担い、

柏崎に縁をつなげる

越後みそ西の歩み・柏崎市移住定住施策について

株式会社越後みそ西 専務取締役 杤堀佳倫

令和7(2025)年11月30日(日)

柏崎市移住・定住推進パートナーチームサブリーダー

自己紹介

1978年 柏崎生まれ。
高校卒業後、美術大学で工業製品
デザインを学ぶ。

2008年 姉の出産を機に帰郷し、西本町店
にて接客とネットショップ業務を担当。

2014年 みそソムリエ資格を取得し、味噌の
専門知識を深める。

2015年 (株)越後みそ西 専務取締役に就任。

デザインの視点を活かしながら、伝統の木桶仕込み味噌
を次世代へ届ける役割を担っている。

越後みそ西

創業 1831年（天保2年）
設立 1999年（平成11年）

本社製造：柏崎市新道
店舗：柏崎市西本町、弥彦村

越後みそ西になるまで

江戸後期の生業は
北前船の回漕店として・・・

1 2

3 4
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2

創業～明治

1831年（天保2年） 醤油醸造業を創業

1887年（明治20年）
新し屋が本家に入り醸造を引継ぐ
西巻時太郎

1890年頃の店舗

第5代柏崎町長
新花町建設
日石本社
大久保製油所建設

大正～昭和初期

１９１６年（大正５年）西巻進四郎が継ぐ（9代目）
中村葉月とともに、郷土誌『柏崎』を刊行

１９２２年（大正11年）商標登録

大正～昭和初期

１９３２年（昭和9年）タカラパン設立

１９３９年（昭和14年）
東京第一ホテルのシェフを招き
洋食業へ進出

１９２９年（昭和4年）柏崎町長就任
新潟県会議員を歴任
柏崎の上水道を完工

戦後の昭和

１９５９年（昭和３９年）
西巻醤油店から
にしまきへ改名

西巻達一郎

5 6

7 8
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3

戦後の昭和 越後みそ西 設立

１９９９年（平成１１年） 越後みそ西 設立

主要製品

三階節みそ （田舎、糀、特選、贅沢糀、極上 等）

醤油 （千代紫、ヤマヒラ、たからあじ、かつぶし入り 等）

味噌漬け （大根、茄子、胡瓜、メロン他 計14種）

あまさけ （プレーン、ゆず）

塩こうじたれ その他

三階節みそ

田舎／糀／特撰

贅沢糀みそ

極上生みそ

9 10

11 12
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4

三階節みそ

柏崎の民謡流し『三階節』に由来

取り組む想い

【経営理念】

越後みそ西の取り組み

13 14

15 16
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工場見学

地元小学校や中学校などの工場見学対応

みそ造り教室・みそ玉作りWS

地域コミュニティセンターなどでみそ造り教室やみそ玉づくりワークショップ

地元小・中学校での講話

地元企業としての紹介やみそについての講話

地元メーカーとのコラボ

みそドーナツ みそあん みそおこし

地域の菓子メーカー様とのコラボ

17 18

19 20
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地元飲食店とのコラボ

地元ラーメン店様とのコラボ

オープンファクトリー感謝祭

2023年の感謝祭には新潟産業大学の皆様にもご参加いただきました。

柏崎市の移住定住施策の活動について

柏崎市移住・定住推進パートナーチーム

21 22

23 24

20



7

パートナーチームの活動目的

市民の暮らしに対する満足度を高めながら

移住・定住の推進により

人口減少の流れを緩和すること。

ー目的 ー

1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 4. 教育・子育てユニット 5. 交流ユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性

提案した７つの施策群と進捗状況

交流
具体的な施策

オンラインコミュニティ
・・・

地元住民との接点づくり
・・・

移住コンシェルジュ
・・・

柏崎初心者マルシェ

仕事
具体的な施策

移住マッチングサイト
・・・

インキュベーション施設
・・・

学生アイデアコンペ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

住まい
具体的な施策

お試し体験移住
・・・

移住マッチングサイト
・・・

シングル用シェアハウス

広報
具体的な施策

メディア戦略の強化
・・・

転入出時追加アンケート
・・・

防災無線の広報活用
・・・

移住リーフレット作成

子育て
具体的な施策

夜間保育園の整備
・・・

キッズマジック無償化
・・・

子どもの医療費補助

施設
具体的な施策

資源のパッケージ化
・・・

アートキャンパス
・・・

海上アスレチック

教育
具体的な施策

柏崎愛を育む総合学習
と定点アンケート

・・・
新たな学びの環境整備

・・・
大学生の柏崎への
愛着を育む

7つの施策群
Seven’s Urban Policies

1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 4. 教育・子育てユニット 5. 交流ユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性

移住施策

柏崎市移住マッチングサイト くじらと。

25 26

27 28
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8

移住マッチングサイトくじらと。仕事紹介記事の作成
1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 4. 教育・子育てユニット 5. 交流ユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性

▲パートナーチームメンバーが取材・執筆

▲移住相談の際に企業を紹介

■掲載総数：30件 （昨年度17件）
■ うち今年度取材件数：7件

移住コンシェルジュ
1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 4. 教育・子育てユニット 5. 交流ユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性

29 30

31 32
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移住コンシェルジュ 市民を巻き込んだ柏崎市の発信
1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 4. 教育・子育てユニット 5. 交流ユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性

PRダンボールの設置と配布

お試し移住体験ツアーの企画

お試し移住体験ツアー開催件数

※今年度は現時点での件数

今年度 3件・昨年度 1件
（総数 4件）

移住前の人、移住後の人に向けた

オーダーメイドツアーの実施

参加者からの声

・真摯に冷静に対応してくださり、さすが

の団結力！と感じました。

集落での暮らしをイメージしていたので、

専門分野の移住コンシェルジュと面談が

できて非常に参考になりました。

1. 施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 移住ユニット 4. 定住ユニット 5. 基盤ユニット 6. 相談対応の進捗報告 7. 今後の方向性

成果と実績

4 移住済み3 移住確定
← 意思決定 →

フェーズ

2 移住検討中1 情報収集中

27131620

aisa1 情報収集中

住まいを探している。未定だが

近年中に移住予定。できれば一

軒家を購入したいが、移住にあ

たり転職するためローンがくめる

か知りたい。

男性F.H.2025/470

aisa2 移住検討中
西山町の物件を気に入り、移住

検討中。単身、IT関係の仕事を
している。米作りに興味あり。

Iターン40代男性N.K.2025/671

杤堀佳倫2 移住検討中

「ふるさと」を感じられる場を提供

したい。東京に家族との住居あ

り。柏崎に祖父母が住んでいた

物件あり。2拠点生活を希望。

Iターン女性A.C.2025/772

aisa1 情報収集中

動物にかかわる仕事と、住まい

は一戸建てで３００万以下、上下

水道に接続しており、スーパー

まで車で10分以内、積雪１m以
下の地域にある物件を探してい

る。

女性T.S.2025/873

1. 施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 移住ユニット 4. 定住ユニット 5. 基盤ユニット 6. 相談対応の進捗報告 7. 今後の方向性

定住施策

33 34

35 36
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定点アンケートの実施
1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性3.交流ユニット 4. 教育・子育てユニット

Point①【柏崎以外】6：4【柏崎】
住み続けたいニーズは一定数ある

Point②進学を理由とした市外意識が上昇 Point④戻りたい・戻れるイメージが湧かない

Point③柏崎でやりたいことができるイメージ
学年を追うごとに減少

柏崎以外のまちに住みたいと思うか いいえ：柏崎に住みたい理由

はい：柏崎以外に住みたい理由 今後、進学などで柏崎を離れた場合、また戻って柏崎に住みたいか

はい
いいえ
柏崎を離れる予定はない
分からない

はい
いいえ

１年生

３年生

１年生

３年生

１年生

３年生

１年生

３年生

２年生２年生

２年生 ２年生

生まれ育った地域や柏崎が好き
柏崎でやりたいことがある
他のまちのことを知らない
その他

市外の学校に進学
将来の夢や就きたい仕事
柏崎にはないまちの魅力
その他

定点アンケートの実施
1. 昨年度の施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 仕事・住まいユニット 6. KPI等の成果指標の報告 7. 今後の方向性3.交流ユニット 4. 教育・子育てユニット

Point⑤ 仕事によっては、やりたいことができない・わからないイメージ強い。
実は柏崎でも叶う分野は充分にある。「柏崎でできるイメージ」の醸成

男性
女性
回答なし

はい
いいえ
分からない

定点アンケートの実施「柏崎市で暮らすことに対するアンケート」傾向

アンケート結果からみる取組の方向性

定住ユニット施策「総合的な学習のおたすけ窓口」を活用
「柏崎でも、叶う・働ける ・ 活躍できる」子どもたちに先行事例を見せていく
「帰る場所、戻ってきていい場所」というイメージの醸成

◉柏崎は「やりたいことができる」まち
◉一度は柏崎を離れても「戻ってこられる・戻ってきて大丈夫」なまち

「このまちに、また戻ってこられる」というイメージづけをすることが重要

1. 施策提案内容の確認 2. ３つのユニットと担当施策 3. 移住ユニット 4. 定住ユニット 5. 基盤ユニット 6. 相談対応の進捗報告 7. 今後の方向性

37 38

39
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2025/11/25

1

株式会社ハク

代表取締役 中村 奨

お弁当は、逆に新しい。

事業紹介

Q. なぜ、
お弁当屋を開業したのか？

2019年夏頃（コロナ禍前）
地産地消のちいさなカフェをしていた。

開業のアイデア

1 2

3 4

25



2025/11/25

2

席数や駐車場の台数で
１日の食数が

限定されるのでは？

開業のアイデア

2019年夏頃（コロナ禍前）
当時、ちいさなカフェをしていたが、

コンビニ、スーパー、
大手チェーン…

どこで誰が作ってるか
わからない食材。

大好きな近所の食堂が、
出前をやめちゃった。

地元の仕出し割烹は
少し、お高い。

お弁当なら、
席数や駐車場は関係ない。

お弁当なら、全部ひっくり返せるかも？

地産地消のお弁当を作る。

お弁当を配達しよう。
カジュアルに、

手に取りやすい価格。

開業のアイデア

THERE IS NOEND THERE IS NOEND

直訳：終わりなき。＝単なるエネルギー補給で終わらせない。

5 6

7 8
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2025/11/25

3

THERE IS NOEND

直訳：終わりなき。＝単なるエネルギー補給で終わらせない。

発音：そこに農園あり。＝お弁当でも産地が伝わるように。

NOENDのお弁当たち。

Q. 
NOENDにとって、
価値があるとは何か？

代わりがきかない
「自分たちらしさ」

モットー

価値あるお弁当屋であるためのモットー

現状→ 未来の
「変化の起点」

9 10

11 12
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2025/11/25

4

他にはない、新しい選択肢。

つまり、

コンビニ、スーパー、
大手チェーン…

どこで誰が作ってるか
わからない食材。

「おいしく、健康的で、
地域の食材のお弁当」
という選択肢ができた。

ラベルに地産地消率を表記

大好きな近所の食堂が、
出前をやめちゃった。

「お昼ごはんを職場に
配達してもらう。」

という選択肢ができた。

市内どこでも５個から配達

５年が経過し、
たくさんの人の選択肢に
なってきている。

店頭に並ぶお弁当

13 14
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5

市内、人間ドッグの健診弁当

お客様のための、プレミアムなお弁当

ヴィーガンなど、海外の食の多様化にも対応。

商品企画

いろいろな人の、
いろいろなシーンで、
選択肢になれる
商品展開や生産力。

NOENDの強み

17 18

19 20
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6

「お弁当」というプロダクトの
「１⇨１０」「10⇨100」と
積み上げてきた成果

NOENDの強み

いろいろな人の、
いろいろなシーンに、
お届けできる

配達というオプション。

さらに、NOENDの強み

「配達サービス」を
単なるサービスではなく
「A⇨Z」のような
オプションと捉える

さらに、NOENDの強み

アイデア

「１⇨１０」
「10⇨100」 「A⇨Z」

プロダクトの強み オプション

21 22
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7

アイデア

「１⇨１０」
「10⇨100」 「A⇨Z」

プロダクトの強み オプション

×

商品展開の自由度 提供方法の自由度

「地産地消を運べる。」

出前をする食堂は減り、
仕出し割烹も減り始め…

一方で、
カフェが増えている時代。

そんな中でも、
イートインには無い、

お弁当屋の
自由度や変幻自在さ。

25 26
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8

配達依頼に応えるだけでなく
イベント出店はもちろん
生活圏の違うエリアに出向く
市外・県外に出向く
観光地に出向くなど、

これから、
もっと、ソトへ。

いつでも、
どこでも、
だれでも、
お弁当で、
地産地消。

お弁当は、逆に新しい。

29 30
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